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学校法人 天王学園 

  



 

１．法人の内容 

 ①名    称 ： 学校法人 天王学園【昭和 57 年 2 月法人設立認可】 

 ②住  所  等 ： 大阪府茨木市大正町 3-15 

           電話番号   072-635-4000 

           ファックス  072-635-4105 

           ホームページ https://tenno-g-kindergarten.com/ 

 ③設置する学校 ： 名称  認定こども園 天王学園幼稚園 

           定員  310 名 

 ④役    員 ： 理事長、理事（7 名）、監事（2 名）、評議員（15 名） 

 ⑤教員等の状況 ： 教職員（50 名） 

 

２．事業計画 

 ①教育方針 

 水と緑に包まれ、冬にはゆりかもめ舞う大正川のほとり、「年中泳げる温水プールのあ

る幼稚園」をキャッチフレーズとして開園して以来、「健康で明るい子」・「情操豊かでや

さしい子」・「良く見、「良く考え、創造する子ども」・「確かなしつけと、礼儀正しい子ど

も」を努力目標におき、「子どもに学び」「子どもと共に育つ」ことを根本理念として家庭

と子育ての楽しさを共有する「家庭との連携」を教育の根本にすえ、のびのびと夢かぎり

なくすこやかに日々の保育活動に取り組んでおります。 

 

 ②学年、定員、実員（内訳）、学級数 

学年 
定員 実員 認可 

学級数 

実 

学級数 1 号 2 号 3 号 合計 1 号 2 号 3 号 合計 

5 歳児 77 17  94 76 15  91 3 3 

4 歳児 77 17  94 76 16  92 3 3 

3 歳児 76 16  92 77 20  97 3 3 

2 歳児   15 15   15 15 1 1 

1 歳児   15 15   15 15 1 1 

合計 230 50 30 310 229 51 30 310 11 11 

 

 ③教育時間・保育時間 

開園時間 
月～金曜日 

土曜日 

7 時 30 分～19 時 30 分 

7 時 30 分～19 時 00 分 

教育時間 
月・火・木・金曜日 

水曜日 

9 時 00 分～14 時 30 分 

9 時 00 分～13 時 00 分 

保育短時間 月～土曜日 8 時 30 分～16 時 30 分 

保育標準時間 月～土曜日 7 時 30 分～18 時 30 分 

 

 

 



 ④入園時の費用 

入園準備金 30,000 円 

バス運行協力金 20,000 円（バス利用者のみ） 

 

 ⑤費用 

保育充実費 

１号認定 ２号認定 

通常クラス 国際クラス 通常クラス 国際クラス 

7,000 円 25,000 円 10,000 円 28,000 円 

給食費 5,500 円 6,500 円 

天幼会費 500 円 

バス代 4,500 円 

 

 ⑥預かり保育 

 教育認定 保育短時間認定 保育標準時間認定 

延長保育 
保育終了後 

～19 時 30 分 

16 時 30 分 

～19 時 30 分 

18 時 30 分 

～19 時 30 

早朝保育 
7 時 30 分 

～8 時 59 分 

7 時 30 分 

～8 時 29 分 
 

 

 ⑦行事の実施状況 

４月 入園式・始業式・内科検診・親子遠足・家庭訪問・懇談 

５月 保育参観・春の遠足・お泊まり保育・運動能力テスト（前期） 

６月 プラネタリウム・土曜日参観・つくってたべよう・歯科検診 

７月 屋外プール開き・七夕まつり・1学期終業式 

８月 夏期保育 

９月 2学期始業式 

１０月 運動会・芋掘り遠足 

１１月 七五三参り 

１２月 クリスマス会・個人懇談・生活発表会・2学期終業式 

１月 3学期始業式・お餅つき大会・こままわし大会 

２月 豆まき・運動能力テスト（後期）・製作展・お別れ遠足・雪遊び 

３月 年長児送る会・年長児お祝いバイキング・修了証書授与式・修了式 

   毎月：お誕生会・身体測定・キンダーカウンセリング 

   融月：避難訓練・交通安全指導・食育指導 

 

３．財務内容 

  認定こども園へ移行し、施設型給付費収入を得て安定的な収入を得たこともあり、基本金

組入前収支は黒字を確保したが、借入金返済に伴う基本金組入をしたため、事業活動収支はバ

ランスが取れていた。 

 今後は借入金の返済を着実に実行しつつ事業活動収支黒字を目指し、安定した学園の運営を

図っていきたいと考えております。 


